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CEOからのメッセージ 
110年の歴史を誇る企業を率いることは、私たちの伝統を深く尊重しながら、将来を形
作る上での適応性も受け入れるという、独自の課題を伴います。クアーズテックにとって、
これは揺るぎないコミットメントです。 

当社は、事業の伝統を深く尊重するとともに、倫理的な行動への確固たる決意も持っています。当社の中核と

なる価値観は、お客様への奉仕、コミュニティへの貢献、そして従業員を中心とする文化を育むことにあります。

私たちの誓いは、つねに最高品質の製品を提供し続けること、そして私たちが故郷と呼ぶ地域に恩返しをする

ことです。 

当社は、より広範な社会的、環境的、経済的義務が、当社の大切な従業員、サプライヤー、顧客、コミュニテ

ィ、その他のパートナーにまで及ぶことを認識しています。当社は、従業員の安全と幸福を確保し、社内外での

生活の質を向上させることに努めながら、生態系への影響を最小限に抑える取り組みを始めました。 

本質的に、クアーズテックは、過去からの遺産を守りながら、明るく、責任ある、持続可能な未来へと前進し、

当社の価値観に深く根ざした未来を築いていくことに、強くコミットしています。 

クアーズテックのサステナビリティ文化により、当社は会社全体で意義のある気候目標を達成するためのロードマ

ップを開発するに至りました。当社は、廃棄物、排出物、水、再生可能エネルギーに関する新たな目標を発表

できることを嬉しく思います。これらの目標は、保全、イノベーション、戦略的プロジェクトを推進し、当社の事業

運営と顧客への価値を高めることに役立ちます。 

以下は、クアーズテック2030気候ビジョンの概要です。 

• 廃棄物の転換率60%、さらに2024年には原材料廃棄物削減指標の追加導入 

• スコープ1＆2排出量削減42%1 

• 水使用量20%削減1 

• 再生可能エネルギー50% 

これらの目標とそれを達成するための道筋に関する詳細は、本報告書の後半で詳しく説明しています。私たち

は、これらの重要な2030年のマイルストーンに向けた進展を期待し、お客様やサプライヤーと協力して、私たち

のコミュニティにとってポジティブな成果を拡大する機会を歓迎します。 
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クアーズテックのサステナビリティポリシー 
クアーズテックでは、私たちがCoorsTek Wayと呼ぶ、ビジョンや価値観に基づいて行動しています。 

CoorsTek Wayは、現在および将来にわたって、当社のステークホルダーとサービスを提供するコミュニティのニーズを満たす、持続可能な事

業を実現し、維持するというコミットメントを支持しています。私たちは、このコミットメントを実現するため、企業文化や意思決定プロセスにサステ

ナビリティの原則を組み込んでいます。クアーズテックにとって、成功は単に利益追求にとどまりません。それは人々、地球、そして貴重な資源を守る

方法でもあります。 

 

  

 

 

より良い今日のために 

• 革新の歴史から新たな発想を得ます 

• 自らの行動に誇りを持ちます 

• お客様、同僚、家族、コミュニティ、そして世界に卓

越した価値を提供します 

• 自らが関わるコミュニティの人々の 生活をより良く

する、最先端の解決策を提案します 

ともに発展するために 

• 一人ひとりの持って生まれた価値や尊厳を尊重し

ます 

• 責任、リスク、機会、報賞を分かち合います 

• お客様のもっとも困難な問題を解決するために、 

ともに力を尽くします 

• 一貫性、誠意、敬意を持って行動します 

より良い明日のために 

• 限界を超えて挑戦します 

• 未来の挑戦に向けて進化します 

• 地球規模で考え、地域に根ざして行動します 

• 長期的な視点に立ちつつ、短期的な成果を実現

します 
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クアーズテックのサステナビリティポリシー: 環境のサステナビリティ 

環境のサステナビリティに対する当社の取り組みは、可能な限り生態系への影響を最小限に抑えつつ、世界をより良くする製品を提供することに

焦点を当てています。当社は、事業に伴うエネルギーと資源の消費量を認識し、環境と、私たちが生活し、サービスを提供し、働くコミュニティへ

の影響を最小限に抑える責任を真剣に受け止めています。 

私たちはお届けする製品を通じて、地球環境、天然資源、そして人々の健康を守り、回復させるような事業運営を行っています。私たちは、希

少な原材料の保全、エネルギーと水の使用量の削減、廃棄物処理の改善、そして建物の運営、製造プロセス、サプライチェーンからの二酸

化炭素排出量の抑制を目指しています。さらに、当社はサステナビリティの考え方に基づき、競争の激しい環境で成功するために、より良い立

場を築くことを目指しています。 

クアーズテックの環境のサステナビリティは、次の5つの環境重点分野を中心に展開しています。 
 
設備・イノベーション 

 
材料 

 
廃棄物・リサイクル 
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これらの主要分野における環境への影響を最

小限に抑えるための取り組みには、廃棄物およ

び汚染物質の削減、製品スクラップの削減、

リサイクルの最適化、エネルギー効率の向

上、持続可能な設計、責任ある環境活動、

グリーン調達、代替エネルギー源および環境

に優しい材料の使用が含まれます。最後に、

当社は環境規制を満たすか、それを上回ること

を目指し、企業文化の一部として、そしてバリュ

ーチェーン全体を通じてサステナビリティを推進

するために、企業およびステークホルダーとのパ

ートナーシップを促進します。 



 
 
 

クアーズテックのサステナビリティポリシー:人とコミュニティを支える 

クアーズテックの使命は、すべての人にとって素晴らしさをもっと実感できる世界にすることです。これは、「私たちは一人ひとりの持って生まれた価値や

尊厳を尊重します」というCoorsTek Wayに反映されています。 

私たちの人々へのコミットメントは、安全から始まります。安全な職場環境は、従業員と会社双方にとって妥協のない期待です。私たちは、世界

中の施設だけでなく、家庭やコミュニティにおいても、安全で持続可能な実践を奨励しています。 

クアーズテックでは、包括的で敬意のある職場環境は、単に望ましいだけでなく、必須の要件です。私たちは、多様なアイデアと経験を結集す

る、帰属意識の高い文化を誇りに思っています。私たちは、今日、一人ひとりの違いを尊重することが、明日の才能を育むことにつながると考えてい

ます。 

私たちは、従業員を支援し、一人ひとりの持って生まれた価値や尊厳を尊重する、というコミットメントを強調する、多様なプログラムを用意していま

す。競争力のある給与と福利厚生、革新的なボーナス制度を提供しています。また経済的、身体的、精神的な健康の維持と向上を支援する包

括的なプログラム、成長を促進する独自の研修・開発プログラムなど、その他にも様々なプログラムを用意しています。 

私たちの人々へのコミットメントは、クアーズテックで働く人々だけにとどまりません。私たちは、すべてのステークホルダーに価値を提供する責任を理解

しています。私たちは、私たちが製造する製品に誇りを持ち、それらが現代社会に貢献していることを誇りに思っています。クアーズテックのもう一つの

バリューステートメントには、「私たちは、自らが関わるコミュニティの人々の 生活をより良くする、最先端の解決策を提案します」とあります。私たち

は、この約束を果たすために日々努力しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、一人ひとりの持って生まれた価値や尊厳を尊重します 
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クアーズテックのサステナビリティポリシー: グローバル行動基準 

当社は、健全なガバナンス体制に基づき、財務の健全性と長期的な存続を確保することで、世界中の従業員、お客様、そしてコミュニティに利益

をもたらしています。 

当社は、ステークホルダーとの透明性のあるオープンなコミュニケーションに努めています。これは、当社の健全な企業行動への取り組みを強

化する方針とプログラムからも明らかです。当社では、グローバル行動基準や継続的な研修プログラムを通じて、従業員に対して適切な行動と

実践を指導しています。また匿名の「Share Your Concern（懸念事項の共有）」ラインを設けて、チームメンバーが何らかの不正行為を疑

った場合の相談窓口を提供しています。 

クアーズテックは、1世紀以上にわたり、素晴らしさをもっと実感できる世界にする、という情熱を持つ革新的な企業であることを証明してきました。当

社のサステナビリティポリシーと実践は、現在そして将来においても、ステークホルダーのニーズに応え続ける上で役立つでしょう。 
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2023年度 主要な実績と数値 

 
 

削減 

電気 ガス 水 

合計 
スクラップ 

2 

 

３拠点 

再生可能電力 

授与された 
助成金 

グローバル
の従業員 

セラミックスの
経験年数 

>110年 

粉末から 
製品まで 

垂直統合 

廃棄物 
最終処分量ゼロ 

転換率75％ 

秦野, 日本 ラヨーン, タイ 

メトリック 

TONS 削減量 
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プログラム基盤 
クアーズテックにおけるサステナビリティは、事業運営の重要な要素です。専任のサステナビリティ責任者が、プログラムの開発、プロジェクトの管理、
ツール、リソース、社内外のパートナーシップの構築と監督を担当しています。この責任者は、エネルギー、サステナビリティ、そして企業責任に関する
専門知識を活かし、前向きな変化を推進しています。複数の部門を横断し、世界中の施設と連携しながら、サステナビリティ責任者は、環境負荷の
削減、人材と資源の保護、そして収益向上につながる施策に注力しています。 

サステナビリティ運営委員会 

クアーズテックのサステナビリティ運営委員会（SSC）は、サステナビリティ責任者が率いる、多機能かつ多分野にわたるグローバルチームです。SSCは、より広範な意思決定に関与する

エグゼクティブスポンサーによって運営されています。SSCの目的は、以下の通りです : 

クアーズテックのSSCは、市場競争力、収益性、成長を維持するためにクアーズテックを位置づけながら、人々と地球を守るプロジェクトとイノベーションの実施を支援するためのガイダンス、

専門知識、およびリソースを提供しています。SSCは、組織の内部ニーズと外部ニーズのバランスを取り、ステークホルダーのエンゲージメントを最大化し、その活動の影響を考慮しながら、

会社の目標の達成を推進します。 

SSCのメンバーは、環境・安全衛生、サプライチェーン、人事、広報、製造、法務、IT、営業、経理、研究開発など、会社のさまざまな機能から集まった有能な専門家です。SSCのメン

バーは、社内の主要部門と連携し、各工場のサステナビリティ推進担当者からの知見と専門知識を活用しています。 

2022年、SSCはコンサルタントと提携し、当社の組織にとって最も重要なサステナビリティの問題を特定するために、第三者機関による検証済の重要性評価を実施しました。この評価は、

クアーズテックの主要な事業、社会、環境目標の優先順位付けに役立ち、今後もこれらの重要なトピックに関連するプログラムと主要な業績評価指標の構築を継続していきます。 

SSCメンバーは、企業全体のサステナビリティ活動を支援するためのツール、システム、プロセス、戦略などの重要なトピックに取り組むために、さまざまなサブチームに参画しています。

 

 

サプライチェーン 

 

 

コミュニケーション 

 

 

法務 

 

 

商業・販売   研究開発 

 
 
 

 

        

     

 

   環境安全衛生 

 

 

 

 

人事 

 

 

 

 

オペレーション                                  IT 

 

 

 

 

財務 
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企業のサステナビリティ指標 
当社のビジネスは、継続的な改善に努めており、そのためには、主要業績評価指標への注力と、進捗を推進するため
の適切なシグナルの活用が不可欠です。2022年に企業のサステナビリティ指標を導入した後、2023年には、従業員
の労働時間が短縮されたにもかかわらず、電気、ガス、水の使用量が労働時間全体で15%削減し、目標を上回りま
した。また、スクラップバリューは前年比で22%削減しました。 

2024年までに、当社のサステナビリティ目標は、電気、ガス、水道、廃棄物全体で7%の削減です。さらに、従業員と経営陣からの廃棄物排出量

削減への明確な要望を受け、今年は新たな廃棄物指標を導入しました。目標は、2022年を基準値として、埋立地に廃棄される廃棄物の総量を

5%削減することです。 

今後も、当社は各工場での導入・モニタリングのさらなる効率化とより積極的な指標の実現に向けて定に努め  

ていきます。 

クアーズテックは、サステナビリティ削減目標を達成するために、電気、ガス、水道、スクラップ削減プロジェクトを

継続的に実施しており、労働条件の改善、安全性と快適性の向上、光熱費の削減という付加的なメリット

をもたらしています。その他のメリットとしては、設備の耐用年数の延長、修理や交換にかかるメンテナンス費

用や人件費の削減などがあります。 

電気 

当社の拠点の90%以上で、漏れの特定と修復のための調査、開放ブローとプロセス廃棄物を削減するための最適化、レギュレーター、センサー、

制御装置の設置、エアノズル、摩耗したディスコネクタおよびレギュレーターのアップグレード、コンプレッサーの改修など、圧縮空気の改善に注力して

います。 

照明のアップグレードはクアーズテックで標準化されてきており、すべての施設でLEDと人感センサーが必要に応じて設置されています。 

その他の節電プロジェクトには、機器に追加された可変周波数ドライブ、より効率的なモデルへのHVACのアップグレード、電気炉とキルンの最適化、

HVAC、照明、その他のエネルギー消費機器などの様々なシステムを監視および制御するためのビルエネルギー管理が含まれます。 
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メトリック結果 ベースライン 2022 2023 

電気、ガス、 

水使用量/総労働時間 

 

2021 

 

↓7% 

 

↓15% 

スクラップバリュー 前年同期比 ↓4% ↓22% 

 



大気改善のための押出キルン移動 

2023年、クアーズテックは、米国コロラド州ゴールデンの繁華街にある老朽化した生産施設を撤去し、いくつかの製造プロセスと部

門を他の施設に移転しました。これには、GMC南部のGMC施設に移転された、ゴールデンのチューブとロッドのハングファイアキルン

部門が含まれます。 

この部門の移転に伴い、クアーズテックは新たな焼成炉や技術の改良に投資し、天然ガスの使用量を50%削減し、大気汚染が依

然として課題となっている地域において重要な貢献を果たしています。 

これは、資源効率化による排出量削減という長期的な企業目標を体現する多くのプロジェクトの一つであり、当社が事業を行う地

域において責任あるビジネスパートナーとしてのコミットメントを示しています。このプロジェクトは、CoorsTek Wayの価値観「自らが

関わるコミュニティの人々の 生活をより良くする、最先端の解決策を提案します」をさらに反映しています。 

 

ガス 

ガスプロジェクトは、効率向上と機械の運転コスト削減の両面で有利であることが証明されています。例としては、ガス漏れ診断や修理、炉のセラミッ

クファイバーライニングへの転換、機器の高効率化と電気モデルへのアップグレード、炉の焼成と荷重調整の最適化などが挙げられます。 

水 

節水に関しては、当社の施設では飲料水需要を最小限に抑え、あるいはゼロにするために、全力で取り組んでいます。世界各地、特に水不足地

域における水供給と水質の悪化により、水への依存度を下げる必要性が高まると予想しています。クアーズテックの施設では、洗浄ラインへのタイマ

ーやオンデマンドメカニズムの導入、スクラバー、廃水処理システム、ウェットグリーンマシンなどの機器をより効率的な設計にアップグレード、水の再利

用を目的としたクローズループチラーの設置、トイレ設備の低流量・自動技術への交換など、多くの節水対策を実施しています。 

スクラップ 

スクラップの削減は、コスト削減、効率の向上、顧客サービスの信頼性向上、製品品質の

向上につながります。環境面では、スクラップの削減は、消費資源の削減と廃棄物の削減

を意味し、より持続可能で環境に優しい事業運営に貢献します。2023年には、クアーズテ

ックは記録的なスクラップ削減を達成し、製造拠点の半数が前年比で歩留まりを維持また

は上回りました。多くの拠点では、革新的な材料利用プロジェクトを実施し、歩留まり向上

のためのより効率的なプロセスの開発を推進しています。 

その好例の一つが、米国アーカンソー州ベントンにある当社の工場です。最近、装甲サイドプ

レートのプロセス改善とツール変更を実施した結果、材料使用量が45%削減されました。こ

れは、その当該製品から埋立地に送られるスクラップが45%減少したことを意味します。 
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クアーズテックの従業員は、廃棄物の削減に尽力しています。写真は、英国クルーの拠点で廃棄物削減ワークショップ

に参加する従業員たちです。 



COORSTEK 
OPERATIONS ROADMAP                  
TO EXCELLENCE（CORE） 
クアーズテックでは、サステナビリティはCORE（当社のオペレーションエクセレンスへのロードマップ）の重要な要素で
す。COREでは、当社の工場が以下の8つのサステナビリティ能力の達成を目指すべきことを定めています。 

各能力において、各施設が採用必須の基盤となる要素として「指標」を開発してきました。サステナビリティの機会とソリューションを近代化し、活用

していくために、今後、より高度な指標が随時追加される予定です。これらの指標は、工場が企業のサステナビリティ指標を達成するのに直接役立

ちます。サステナビリティプログラムでは、これらの取り組みにおけるサステナビリティ推進者を支援するために、リソース、トレーニング、定期的な進捗

状況の更新とフォローアップを提供しています。 

 

サステナビリティ能力 指標 

業界をリードするエネルギー・資源管理 
サイトの詳細なエネルギーと水の監査、行動保全 

 

温室効果ガス排出削減 圧縮空気調査;効率的な照明システム 

ライフサイクル分析と循環型経済における当社

の事業運営 
製品・機器・材料のサステナビリティ評価 

当社の戦略に組み込まれた再生可能エネルギー

および代替エネルギー源 
再生可能エネルギーの実現可能性を評価 

技術的に高度なEHSおよびサステナビリティシステム 
使用状況の追跡・監視; リアルタイムモニタの導入、データ解析の

実施 

企業文化に根付いたサステナビリティ・リーダーシッ

プ、コミットメントおよびポリシー 

エネルギーおよび/またはサステナビリティ・リーダーとチー

ムを設置 

建物とプロセスにおける革新的で持続可能な

デザイン 

予算および設備投資計画へのサステナビリティ基準の

組み込み 

 

最適な材料利用と廃棄物の最小化 廃棄物とリサイクルの改善 
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クアーズテックの新本社は、環境に配慮した開発の基準を確立します 

クアーズテックは創業以来、米国コロラド州ゴールデンのコミュニティに根ざしており、コミュニティは同社と共に成長して

きました。ゴールデンのダウンタウンにある最も古いクアーズテックの製造拠点は、1884年以来クアーズファミリーが所

有し、1910年から2021年まではセラミックスの製造工場として継続的に稼働していました。ゴールデンに複数の製

造施設と研究開発センターを追加するなど、世界規模で事業を拡大するにつれ、歴史的なクアーズテックのナインス

ストリートにある5エーカーの敷地は製造には不要になりました。 

クアーズファミリーは、12エーカー以上の敷地を売却したり、他の産業ユーザーにリースしたりするのではなく、中心部

に位置するこの土地を活気に満ちた、サステナビリティの高い多目的用途地区に転換し、その中心に新しいクアーズ

テックグローバルの本社を置きます。約125万平方フィート（約12万平方メートル）のプロジェクトには、オフィス、住

宅（混合所得）、小売、コミュニティ、ホスピタリティの用途を含む、新築および改修された建物の集合体が含まれ

ます。建物の設計・建設は、複数の建築家によって数年かけて行われます。 

約2年にわたる設計、計画、ゴールデン市との連携、そして100回を超える地域交流会を経て、ゴールデン市議会

は2022年6月7日、クアーズテックのナインスストリート計画地区開発を全会一致で採択しました。この承認により、

ゴールデン市でこれまでに導入された中で最も徹底したサステナビリティプログラムとなる、包括的な地区全体のネット

ゼロカーボンとウェルネス戦略など、数多くのコミュニティに有益な効果がもたらされます。クアーズテック新本社のその

他の環境とウェルネスに関する目標は、以下のとおりです。: 

• ILFI ゼロカーボン建物認証 

• オール電化エネルギーシステム 

• 10-20% 温室効果ガス削減 

• LEED ゴールド認定 

• WELL ゴールド認定 

• 10-20% オンサイト再生可能エネルギー 

• EUI <25 

• 地中交換HVACシステム 

• 管理されたEV充電システム 

• 建物の外壁効率(PUDで定義) 

• LEED ND、WELL認証取得 

コミュニティ地区 
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環境のサステナビリティ 
クアーズテックは、設備とイノベーション、生産効率、持続可能な材料、持続可能なサプライチェーン、廃棄物とリサイクルの
5つの環境重点分野を通じて、サステナビリティに取り組んでいます。 

設備とイノベーション 

建物のインフラ、性能、エネルギー源は、発電所の電気、ガス、水の消費に重大な影響を及ぼします。私たちは、建物の建設、拡張、運用をどの

ように選択するか、また再生可能エネルギーや他の環境に優しい設計を採用するかどうかが、環境への影響やボトムライン、労働条件や満足度に

影響することを理解しています。 

私たちは、持続可能な設計を念頭に、建物の建設と拡張に努めています。可能な限り、クアーズテックは最も厳しいエネルギーコードおよび効率性基

準を用いて、エネルギーおよび水の機器の格付け、環境的に許容される材料、および革新的なアプローチを満たすか、あるいは超えるように努めてい

ます。AHRI Standard for AC and Heat Pumps, ASHRAE 90/Jan/2019, Energy Star, and IECC 2021などの高効率規格を採用

しています。 

クアーズテックは、公益事業の消費に広がる情報に基づいた意思決定を行うためのデータを評価しています。リアルタイムな電力監視装置を導入し、

ビル全体の使用状況やサブメーターの負荷を分析しています。この強力なツールにより、エンジニア、施設、保守担当者、その他の担当者は、問題、

異常、ピーク需要、ベースロードの機会を特定してエネルギーを節約できるようになります。いくつかの工場では、これらの装置の導入に成功しており、

スケジュール調整や設備の最適化に関して、より情報に基づいた意思決定を行えるようになりました。もう1つの価値ある側面は、効率化の取り組み

とアップグレードの影響をリアルタイムで把握し、結果を定量化することです。 

 

その他の例としては、効率的な照明システムおよび建物の外壁、再生

可能エネルギーまたは代替エネルギーシステム、ならびに資本計画への

サステナビリティ基準の組み込みなどが挙げられます。 
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生産効率 

クアーズテックでは、お客様が必要とする多くの製品の設計、試作、試験、製造、包装に、エネルギーと水を大量に消費する様々な設備とプロセスを

使用しています。 

サステナビリティの目標を達成するために、私たちは以下のことに取り組んでいます: 

• 可能な限り、エネルギー、水、材料を節約するためのベストプラクティスを特定する 

• 非効率な設備や方法論を廃止し、更新計画を策定する 

• 革新的で技術的に進歩した製造ソリューションの研究、開発、導入 

これらの取り組み事例は、サステナビリティメトリックセクションで共有されて

います。 

 

製造効率の顕著な例として、米国コロラド州グランドジャンクションにある

当社のビルディングオートメーションシステムがあります。このシステムは、

施設内の占有状況に基づいて温度を調整するとともに、建物内の気圧

を監視します。システムの運用を担当するチームは、気圧を10psi

（69kPa）下げることで、大幅な電力節約を実現しました。さらに、こ

のシステムは必要に応じて建物内の集塵機を停止するなど、高度な機

能も備えています。 

 

日本の工場は、製造効率の向上に特に力を入れています。例えば、小

型電気モーター用カーボンブラシを製造している小国事業所では、最

近、工程変更を実施し、乾燥時間を短縮しました。これにより炉の使用

量が大幅に削減され、年間115,940kWhの電力を節約できました。ま

た、炉内の断熱材をよりエネルギー効率の高い新しいタイプに交換したこ

とにより、12ヶ月間で65,200kWhの電力を節約しました。 
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日本の小国事業所では、最近プロセス変更を行い、乾燥時間を短縮しま

した。これにより炉の使用量が大幅に削減され、年間115,940kWhの電

力を節約できました。また、このチームは炉内の断熱材をよりエネルギー効率

の高い新しいタイプに交換したことにより、12ヶ月間で65,200kWhの電力

を節約しました。 

節電効果 
   115,940       65,200   

   kWh/年            kWh/年 
    操炉時間の削減      炉断熱材変更 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

持続可能な材料 

クアーズテックは、再生不可能な原材料の代替品を見つけ、自然生態系への影響を最小限に抑えるよう努めています。 

事業活動においては、より少ない資源でより多くの成果を上げる方法を常に模索しています。例えば、ニアネットシェイプ成形をはじめとするスクラ

ップ削減の取り組み、キルンの近代化による天然ガスへの依存度の低減などが挙げられます。また、生産副産物の埋立処分量削減にも取り組

んでおり、お客様と協力してプラスチック包装の要件を最小限に抑えています。 

例えば、当社の先端材料処理施設では、材料使用効率を向上させるため、2023年に輸送システムを最適化しました。このプロセス最適化により、年

間12万ポンドの粉末と年間7万ポンドのバインダー材料を節約する方法を確立しました。 
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米国コロラド州ゴールデンにある当社の先端材料処理施設では、材料利用効

率の向上を目指し、2023年に輸送システムを最適化しました。このプロセス最

適化により粉末を年間12万ポンド（54トン）、バインダー材料を年間7万ポン

ド（31トン）削減できました。 

プロセス最適化 
 120,000   65,200  

年間ポンド 年間ポンド 
   粉末の節約 バインダーの節約 



 
 
 
 
 
 

持続可能なサプライチェーン 

当社のサプライチェーンにおけるサステナビリティへの取り組みは、鉱山から最終消費者に至るまでサプライチェーン全体を通じて、当社の材料の環境お

よび人体への影響を目に見える形で改善することを目指しています。クアーズテックは、カテゴリーマネジメント戦略、サプライヤーソーシング、そしてエン

ドツーエンドの物流への注力を活用し、これらの取り組みを実現しています。以下にその例をいくつかご紹介します。 

• 当社のサプライチェーンチームは、革新的な全国パレットリサイクル業者との契約交渉を行いました。このパレットリサイクル業者とそのパートナ

ーは、コロラド州の工場からのすべてのパレットに加え、アーカンソー州ベントンとオレゴン州ヒルズボロの工場からも一部のパレットをリサイクル

しています。私たちはこのプログラムを米国の他のクアーズテックの工場でも実施します。2022年にこのベンダーと共同で取り組みを開始し

て以来、2800パレット以上をリサイクルしています。 

2022年度は182トンの記録対象木材を処分しました。今後は、同量の木材を埋め立て処分することを避けていきます。 

• 日本と韓国の施設では、品質保証・サプライチェーンマネジメントチームが、品質を損なうことなく、特定の製品に対して1箱あ

たり3つの部品を梱包できるように変更を実施しました。その結果、箱の使用量を3分の2削減しました。 

• 英国クルーのチームは、2社のお客様と提携して、製品を受け取った後に梱包材を返却していただき、できるだけ何度でも再利用していただけ

るようになりました。これにより、廃棄物を大幅に削減しています。 

そのうちの1社とは、いわゆる「バブルバッグ」で製品を送ることを中止し、内容物の保護性能が高いパッド入りのコンテナを使用しています。この変

更により、チームはすでに9000個のバブルバッグと360個の箱を節約しました。 
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廃棄・リサイクル 

クアーズテックでは、持続可能な廃棄物管理において、発生の回避、削減、リユース、リサイクル、エネルギー回収、そして最終的には処理ま

たは廃棄に重点を置いています。再生可能で無駄の少ない方法を最優先に考え、資源を最も効率的に活用するための行動を優先するこ

とを目指しています。以下にいくつか例を挙げます。 

• 米国オレゴン州ヒルズボロの工場では、各部門にリサイクルステーションを設置しました。「ステーション」には、紙、プラスチック、缶の

リサイクルとゴミ捨て用の、それぞれ明確にマークされた専用のゴミ箱が設置されています。各部門に専用のステーションが設置され

たことで、従業員はデスクやワークステーションに小さなゴミ箱を置く必要がなくなりました。この取り組みは、紙、プラスチック、缶だけ

にとどまりません。ヒルズボロ工場では、大量の段ボール、金属、木くずのリサイクルにも専用の容器も設置しています。 

• 日本の秦野事業所は、令和5年度神奈川県環境改善功労者賞を受賞しました。この賞は、廃棄物の削減、再利用、リサイクルを通

じて環境改善に貢献し、循環型社会の構築を推進した個人・団体を表彰するものです。秦野事業所は2006年から廃棄物の発生

削減に取り組んでおり、14年連続で埋立処分率0%を維持しています。廃棄物を確実にリサイクルできるように、チームは廃棄物を

51種類に分類し、種類ごとにリサイクル会社に委託しています。また、従業員が廃棄物の適切な分別方法を理解できるように、定期

的な環境教育も行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国ヒルズボロのリサイクルステーション 日本の秦野にあるリサイクルセンター 
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赤芝水力発電 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

タイ・ラヨーンのクアーズテック施設 

 
 
 

 
 

再生可能エネルギーの活用 

CO2排出量を削減する取り組みの一環として、クアーズテックのいくつかの工場では再生可能エネルギー源から恩恵を得ています。

以下にいくつかの例を挙げます。 

英国のクルー - クルーでは、第三者調達ベンダーとの契約に基づき、複数の電源から供給される100%再生可能電力によって

エネルギー供給が支えられています。Renewable Energy Guarantees of Origin（REGO）は、太陽光、風力、水力、バ

イオマスなど、多様な発電源から供給されています。 

英国のニューミルズ- ニューミルズでは、第三者契約を通じて100%再生可能エネルギーで電力を賄っています。再生可能エ

ネルギーはナショナルグリッドに供給され、クアーズテックは再生可能エネルギーの特性から恩恵を受けています。 

日本の小国 - 小国事業所は、赤芝水力発電所から水力発電による電力を確保する契約を締結しています。2023年のデ

ータに基づくと、同工場は年間約36,000MWhの電力を、昼夜を問わず河川の水力を利用するこのクリーンで再生可能エネル

ギー源から供給されています。工場で使用される電力の約48%は赤芝水力発電所から供給されています。これは年間約

18,000t-CO2の排出量削減に相当し、これは全国7拠点のCO2排出量の約37%に相当します。 

タイのラヨーン - 2023年、クアーズテックは、タイのラヨーンにある11万平方フィートの製造施設に、屋上およびカーポートに設置する

1.5メガワットピーク（MWp）の太陽光発電（PV）システムを新たに設置する長期契約をプロバイダーと締結しました。このシステムは

年間約2,000メガワット時（MWh）の再生可能電力を発電すると見込まれており、クアーズテックの大幅なコスト削減と、年間約840

トン（CO2換算）のCO2排出量削減を実現します。 

スウェーデンのロバーツフォース - ロバーツフォースの電力会社から供給されるすべての電力は、風力や水力などの再生可

能エネルギー源から供給されています。 
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クアーズテックのバリューチェーンマップ 
クアーズテックのバリューチェーンマップは、原材料調達から廃棄までの主な事業活動を表しています。これは、より持続可能な運営を目指し、環境負荷
を最小限に抑える機会を見いだすためのツールとして役立ちます。5つの環境重点分野は、バリューチェーン全体の改善を支援しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2023 CoorsTek サステナビリティレポート- CoorsTek Value Chain Map2 
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廃棄物の転換: 

60% 
 
 
 
 

スコープ1・2排出量: 

42%↓ 
 
 
 
 
 

水: 

20%↓ 
 
 
 
 
 

再生可能エネルギー: 

50% 

2030 気候ビジョン: 

廃棄物の最小化、影響の最大化 
クアーズテックは、全社的な気候目標を策定するために、データ主導型の分析アプローチをとってきました。また、企業は環境への悪影響を逆転させ、

制限するために積極的な行動を取る必要があるとの認識も併せ持っています。私たちは、従業員、コミュニティ、顧客、規制当局、パートナーに対し

て、将来の世代が繁栄するためにCO2排出量を減らすための措置を講じる義務を認識しています。 

当社の気候目標は、意思決定や、事業運営において、サステナビリティを優先させるための、世界中の従業員への大きなシグナルとなります。データと

ベースライン情報を評価した結果、廃棄物の削減、地球温暖化影響の最小化、水消費量の抑制が、短期的および長期的な取り組みにおいて優

先されなければならないことは明らかです。 

CoorsTek Wayには、「長期的な視野に立ちつつ、短期的な成果を実現します」という理念が掲げられています。当社が現在取り組んでいるサステ

ナビリティへの取り組みと、当社が掲げる気候目標を組み合わせることで、素晴らしさをもっと実感できる世界に、という当社の強い意志が実証されてい

ます。 

廃棄物の転換・削減 

2023 年の当社の全世界の埋立地転換率は 42% で、2022 年と比較して 3% の改善となりました。今後 6 年間で、この割合を 60% に引き

上げることを目標としています。原材料の採掘、分離、生産、輸送から発生する廃棄物は特に懸念事項であり、調達および製造プロセスの各段階で

改善すべき点を特定するための計画的な取り組みに注力しています。2024 年後半までに、追加の原材料廃棄物削減指標を決定し、導入する予

定です。この指標により、埋立処分量を削減しながら、原材料および生産バリューチェーン全体の効率を高めることに重点を置いた、原材料調達から

廃棄までの活動を確実に実施できるようになります。 

廃棄物の転換および削減目標には、原材料、スクラップ、埋立地の 3 つの主要な重点分野があります。廃棄物転換率は、リサイクル材料の総量を

廃棄物の総量 (埋立地 + リサイクル) で割った値に基づいています。 

• 原材料: 当社の材料利用の目標は、技術とエンジニアリングの専門知識をさらに活用し、粉末処理と製品製造で発生する

廃棄物を削減することで達成されます。これには、金型、ニアネット成型、およびその他のエンジニアリングの改善における継続

的な革新が必要です。 

• スクラップ: 当社は、既存製品に対してより厳格なプロセス管理を実施し、新製品に対しては改善されたプロセ

ス設計を導入することで、スクラップのさらなる削減に取り組んでいます。これらの取り組みは、材料効率を高める

だけでなく、埋立廃棄物の削減という当社の使命にも貢献しています。 

• 埋立地: 廃棄物削減目標の一環として、廃棄物の削減、再利用、リサイクル、転用、および埋立地への廃棄物の投棄

を回避するための追加の廃棄物管理活動を実施しています。これらの活動には、廃棄物処理をなくすための教育キャンペ

ーン、パートナーシップ、およびその他のプロジェクトが含まれます。 
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2030 気候ビジョン（続き） 
 

排出量削減 

当社の目標は、2030 年までにスコープ 1 および 2 の排出量を 42% 削減3 することです。これらの目標は、2021 年の基準と比較した絶対値

に基づいています。 

スコープ 1 の排出量の大部分は天然ガスの燃焼に由来しており、消費量の計算では他の燃料も考慮に入れています。スコープ 2 の排出量は、

電力網の電力消費に由来しています。 

エネルギー効率対策、電化、持続可能な設計、電力網の脱炭素化、クリーンエネルギーの採用、イノベーション、テクノロジーの活用により、当社

の排出量は 2030 年までに急速に減少します。当社の脱炭素化ロードマップには、可能な限り、化石燃料を大量に使用するセラミック焼成から

の移行が含まれています。 

2021 年の基準と比較すると、スコープ 1 および 2 の排出量を世界規模で 15% 削減しました。これは直接および間接の排出量のみに基づい

ており、再生可能エネルギーによるオフセットは含まれていません。 

水削減 

20%水削減目標1 は、今後10年間で水ストレスがさらに高くなると予想される地域への節水投資を優先することで達成されます。当社はすでにこ

の指標に向けて大きな進歩を遂げており、この目標を達成できると確信しています。 

再生可能エネルギー 

2030年には、総電力消費量の50%以上を再生可能エネルギーで賄うことを目指しています。2023 年には、当社の総電力消費量の 22% が

再生可能エネルギーから供給されており、2021 年の約 7% から増加しました。 
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サイトレベルのサステナビリティへの取り組み 
クアーズテックは、Earth Day（地球の日）を記念して1週間にわたる教育と活動を実施し、多くの施設で従業員が
熱心に活動に参加しています。自転車通勤、衣類や靴の寄付、環境保護のベストプラクティスの共有、公園や道路の
清掃など、従業員の環境への情熱はEarth Week中に特に顕著です。 

2023年のEarth Day（地球の日）に際し、タイのラヨーンでは、従業員が地球への愛を写真で表現するコンテストを開催しました。従業員たち

は、植樹、ビーチの清掃、環境保護活動など、様々な活動の様子を写真で共有しました。コンテストでは、お気に入りの写真に投票もしてもらいま

した。素晴らしい作品が数多くありましたが、最優秀作品に選ばれたのは、施設周辺のゴミ拾いをする従業員たちの写真でした。 

もう一つの例として、米国ニューハンプシャー州ミルフォード工場では、従業員が環境保護活動へのさらなる貢献を促すため、すぐに植えられる花の

種を配布しました。 

その他のサイトレベルでの活動としては、地域におけるリサイクル活動や、使い捨ての皿やカップを再利用可能なものに交換する取り組みなどがあり

ます。従業員が地域のサステナビリティプログラムの実施と維持に関心を持っていることを、私たちは誇りに思っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ・ラヨーンでのEarth Day写真コンテスト  タイ         NH USA・ミルフォードで花の種の無料配布 
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情報技術：サステナビリティへの貢献 
クアーズテックは、何よりもまず、強力なサイバーセキュリティ対策を講じて、デジタルシステムとデータの完全性、利用

可能性、機密性を維持しています。これらの対策は、事業継続性を確保し、重要なインフラを保護する上で重要な役
割を果たしています。 

ITチームは、サイバーセキュリティ対策以外にも、省エネルギーと廃棄物の削減にも取り組んでいます。その中から代表的な事例を紹介します。 

 

 
電子機器リサイクル 

クアーズテックは、施設における電子機器のリサイクルに取り組んでいます。これは、米国のすべての工場で、国家認定の電子機器リサイクル契約

を通じて利用できます。2022年だけでも、クアーズテックは7000ポンド以上の電子機器リサイクル品を回収しました。 

モニターとプリンタの省エネ設定 

小さなステップが大きな違いを生むことがあります。これは、コンピュータのモニターやプリンタの電力設定を管理する場合にも当てはまります。 

• モニター:クアーズテックには、世界各地に約5000台のコンピューターモニターがあります。使用していないときは「スリープモ

ード」に設定されており、1台あたり1日の電力を大幅に節約しています。 

• プリンタ:全社で950台のプリンタがあります。プリンタは、「スリープ」状態ではないときに平均0.4 kWh

の電力を使用するので、プリンタは常に「スリープ」状態に設定しています。 

 

持続可能な機器 

クアーズテックでは、技術を選択する際にエネルギー効率とサステナビリティを考慮しています。当社では、消費電力が低

い新しいサーバー機器を活用しています。これは、高温でも稼働できるため冷却の必要性が少ないためです。高密度仮

想化により、多数のサーバーを単一のハードウェアデバイスで実行できます。 

また、サステナビリティへの取り組みを共有するベンダーとも提携しています。たとえば、私たちはデルからノートパソコンを購

入しています。デルは、製品と梱包に3億4330万ポンドの持続可能な材料を使用し、2007年以降28億ポンドの使用

済み電子機器を回収してきました。 

廃機器のリサイクル・寄贈 

クアーズテックのような組織では、常時数千台のパソコン（PC）と携帯電話を使用しています。廃棄物を最小限に抑

えるため、使用期限が切れていないパソコンは再利用し、使用できなくなったパソコンはリサイクルしています。また、古い

携帯電話も、使用可能性に応じてリサイクルと再利用を行っています。 
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製品管理 
依然として先進技術に依存しているクリーンエネルギー経済には、テクニカルセラミックスのような革新的
なエンジニアリング材料の使用が不可欠であると言っても過言ではありません。また、クアーズテックが二
酸化炭素排出量削減のために実施してきた環境プログラムの一部は、当社が製造する部品や材料によ
って実現される技術に依存していることも特筆に値します。この相互依存性は、半導体、再生可能エネ

ルギー、電気自動車など、クアーズテックの製品を利用する多くの産業において顕著です。簡単に言え
ば、これらの技術はエンジニアリングセラミックスの独自の材料特性なしには存在し得なかったでしょう。
クアーズテックは、当社の技術によって実現された多くのイノベーションに誇りをもっており、ネットゼロの未
来というビジョンをさらに推進するために、研究開発能力への投資を継続しています。 

 

半導体 

超純度セラミックスは、半導体製造と半導体製造加工の全サイクルにとって極めて重要です。クアーズテックは、これらのプロセスを

可能にするために、半導体グレードの材料、部品生産能力、およびアプリケーションエンジニアリングサービスの広範なポートフォリオ

を提供しています。 

セラミックスは半導体の生産にとって極めて重要ですが、半導体は再生可能エネルギーのようなグリーン技術の開発にとって極めて

重要なものです。半導体は、自然エネルギーを活用、貯蔵し、電力網に送電するために必要です。これらは、電流の適切な分

配を確保し、供給と需要をマッチングさせることで、応答性の高い効率的な電力利用の鍵となります。太陽光や風力などの他の

再生可能エネルギーシステムも半導体に依存しており、電気自動車などの自動車技術も半導体技術に大きく依存しています。

再生可能エネルギーおよびクリーンエネルギーシステムにおけるクアーズテック製品の詳細については、以下および次の2ぺージをご

覧ください。 

水素 

クアーズテックは、クリーンエネルギーと脱炭素化の取り組みを、グリーン水素とブルー水素の両方の生産のための革新的な技術で

支援しています。 

グリーン水素を製造する電解槽用の固体酸化物セラミック部品、ブルー水素を製造するための膜溶液、メタン改質に必要なエネ

ルギーを削減するセラミック部品を提供しています。また、CO2、水素からのグリーン燃料の生産を進め、航空機からの排出量の

削減に努めています。クアーズテックのMembrane Sciencesが開発した、天然ガス、バイオガス、アンモニアから水素を抽出する

技術については、26ページを参照ください。 
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水素製造用プロトンセラミック膜 

ノルウェーのオスロに拠点を置く、クアーズテックのMembrane Sciencesは、国際的な研究パートナーと共同で、セラミック膜技

術を用いて、電気と燃料からエネルギー損失をほぼゼロに抑えて、水素が製造でき、拡張性のある水素生成装置の開発に成功

しました。 

このプロジェクトでは、プロトンセラミック膜がアンモニア、天然ガス、バイオガスから非常に効率的に水素を生成できることが実証さ

れ、水素燃料電池車は、標準的な電力網から充電する現在の電気自動車よりも二酸化炭素排出量が少なくなります。 

この画期的な進歩は、クアーズテックのMembrane Sciencesが開発した、セラミックの高温耐性と金属の導電性を兼ね備えた新

素材によって実現されました。このセラミック膜技術は、小型セルを積層し、さらに組み合わせて大型モジュールを形成することで実

現されています。このモジュール式技術により、小型の水素生成装置から始めることができ、水素需要の増加に合わせて規模を拡

大することが可能です。 

天然ガス、バイオガス、アンモニアを燃料として稼働するプロトンセラミック膜は、燃料に柔軟に対応できる水素製造プラットフォームを

提供します。 

2022年のScience誌の記事で、この革新的なテクノロジーの詳細をご覧ください。 science.org/doi/10.1126/science.abj3951 

 

 

電気自動車 

クアーズテックは、電気自動車（EV）向け半導体の製造に必要な部品に加え、EVにとって不可欠な数多くの部品も提供しています。テクニカル

セラミックスは、電気自動車システムのシステム寿命を延ばし、走行距離を延ばし、安全性を高めます。高い熱伝導率や誘電強度といった必要な

材料特性を備えたテクニカルセラミック部品は、バッテリーモジュールや高電圧配電システムといった電動パワートレイン部品の動作温度を低下さ

せ、電気的絶縁を実現します。 
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太陽光（ソーラー）システム 
クアーズテックの高純度炭化ケイ素は、ソーラー用ウェーハを製造

するために設計された極めて耐久性の高いパドルやウェーハボー

トを製造するために使用されています。これらの製品は長寿命で

あり、製品のスループットを向上させ、これらの重要な再生可能

エネルギーシステムの上流生産のためのエネルギー節約に貢献し

ます。 

 

風力エネルギー 

革新的で持続可能なエネルギー源に焦点を当てた世界的な開発努力により、風は新しいアイデアから、信頼できる再生可能エネルギー源へと進

化を遂げました。クアーズテックのテクニカルセラミック部品は、極めて信頼性が高く、熱的に安定しており、電気的に絶縁性があり、耐食性があるた

め、風力エネルギーシステムでの使用に最適です。 

 クアーズテックのCerbec®窒化ケイ素ベアリングボールは、セラミックスの利点を最大限に引き出す、カスタマイズされた材料特性と仕上げにより、従

来の鋼製ベアリングボールを凌ぐ性能を発揮します。Cerbecベアリングボールは、電気的および化学的に耐性があり、鋼合金から製造されたボールよ

りも58%軽く、121%硬く、58%剛くなっています。風力タービンエンジンなどに使用されている、非常に耐久性の高いこれらの部品は、耐用年数を

長くし、修理・交換のサービスコールを減らし、環境への負荷を軽減します。 
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人とコミュニティへの支援 
コミュニティへの関与とサポートは、CoorsTek Wayにもある、多くの原則に示されているように、クアーズテックの
文化の中核をなすものです: 

私たちは、責任、リスク、機会、報酬を分かち合います。 

私たちは、お客様、同僚、家族、コミュニティ、そして世界に卓越した価値を提供します。 

私たちは、地球規模で考え、地域に根差して行動します。 

私たちは、自らが関わるコミュニティの人々の生活をより良くする最先端の解決策を提案します。 

コミュニティへの貢献に対する当社のアプローチは、事業の科学的、工学的な焦点、及び教育、技術、及び共有された責任を通じて、素晴らしさを

もっと実感できる世界に、という当社のビジョンを達成することができるという確固たる信念に大きく影響されています。 

 

Family for Families（ファミリー・フォー・ファミリーズ） 従業員支援基金 

クアーズテックは、病気、個人的な困難、自然災害などにより経済的に困難な状況にある従業員を支援するために、Family for Familiesという

従業員支援基金を提供しています。クアーズファミリーが過半数を所有する「CoorsTek、Mad Greens、MJB Wood Group、Tokyo Joe's、

Snappy Salads」は全従業員が支援を受けることができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

韓国・GUMIのクアーズテック施設のfamily for Families募金マーケット 

Family for Familiesは、世界中で援助支援を必要とする従業員とその家族に経済的支援

を提供するため、寄付や助成金申請の調整を支援しています。従業員から寄せられた寄付金

はすべて、会社から同額が上乗せされ、支援を必要とする従業員に還元されます。2019年9

月の設立以来、Family for Familiesは1293件以上の支援金を支給しており、総額約

100万ドルに上ります。 

このプログラムは、世界中のクアーズテックの従業員によって受け入れられており、多くの施設で

は、資金調達のための地域イベントを開催しています。例えば、2023年、韓国グミのクアーズテ

ック施設では、ヤード販売スタイルのマーケットを開催しました。従業員は衣類や家庭用品を寄

付し、他の従業員が購入できるようにしました。収益はすべてFamily for Familiesに寄付さ

れました。 
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安全重視 

クアーズテックは、従業員の健康と安全を確保するための包括的な対策を実施しています。各製造拠点には、専任の環境・健康・安全担当リーダー

が任命され、安全手順の監督と徹底を図っています。クアーズテックの環境・健康・安全（EHS）チームは、グローバル基準の策定と導入を主導し、

多くの場合、法的要件を上回り、全拠点における環境・健康・安全プロセスの調和を図っています。安全への積極的なアプローチを重視し、クアーズ

テックの全従業員に「STOP WORK（作業停止）」権限が付与され、危険な状況に遭遇した際に介入する権限が与えられています。 

従業員の福利厚生に対する包括的な取り組みを示すため、EHSは新設のクアーズテックアカデミー研修プログラムにシームレスに統合され、従業員の

安全が最優先事項であることを強調し、会社全体で標準化された目標値を確立しています。 

クアーズテックは、インシデントの報告と対応を強化するため、統合型EHSソフトウェアソリューションを活用しています。これにより、ニアミスやインシデン

トの効率的な追跡、そして確実な是正措置の実施が可能になっています。 

さらに、当社は人間工学を重視しており、特にオンサイトセラピーを拡大している特定の拠点では、人間工学への影響が大きいと特定された作業の

軽減に取り組んでいます。これらの取り組みは、従業員にとって安全で健康的な職場環境の促進に向けた当社の積極的な姿勢を反映しています。 

 

 

 

ここでは、当社が特に誇りとしている統計をいくつか紹介します: 

• 業務災害が前年比19%減少（2022年対2023年） 

• 重大な傷害または死亡事故を引き起こす可能性のある事象(SIFp)

は、28%減少 (2022年対2023年) 

• 新しく改善された請負業者管理プログラムのおかげで、請負業者による重

大な傷害または死亡を引き起こす可能性のある事故(SIFp)が57%減少

(2022年対2023年) 
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STEMおよび作業ベースの学習のサポート 

クアーズテックは、科学、技術、工学、数学（STEM）分野における次世代のプロフェッショナル育成に尽力しています。2020年以来、同社は毎年

デンバー・メトロ・リージョナル・サイエンス・アンド・エンジニアリング・フェア（DMRSEF）のタイトルスポンサーを務めています。DMRSEFは、構想から完

成まで、研究プロセス全体を通して学生と教師を支援する、毎年開催される競争的なコンテストと年間を通じたプログラムです。DMRSEFとクアーズ

テックは年間を通して提携し、学生がこのコンテストで優秀な成績を収めるために必要なリソースを確保しています。クアーズテックは、「科学者と話

す」シリーズやアクティビティフェアへの参加、そしてプロジェクトの審査などを通じて、学生のプロジェクトやキャリア目標達成を支援するボランティア活動

を行っています。 

2021年、クアーズテックはミシガン州フリントにある非営利のSTEM大学であるケタリング大学と共同教育プログラムを設立しました。このプログラムを

通じて、クアーズテックは毎年数名の学生を支援し、学業と並行して専門的な経験を積む機会を提供しています。学生は、教室での学習とクアーズ

テックでの有給の職場体験を交互に経験し、環境・衛生・安全、エンジニアリング、製造オペレーション、計画、品質、サプライチェーンなど、様々な職

務についての理解を深めます。クアーズテックは学生の旅費と住居費を支援しています。現在、このプログラムを通じてクアーズテックに3名の従業員が

雇用されています。 

次世代の科学者への資金提供と支援の一環として、コロラド鉱山大学にクアーズテック・フェロ

ーシップ・プログラムを設立しました。コロラド鉱山大学は、全米でセラミック学位を提供する3番

目の大学です。コロラド鉱山大学に隣接するゴールデン研究開発施設では、当大学のエンジ

ニアや科学者と定期的に交流できる貴重な機会を提供しており、フェローシップ・プログラムは

応募者にとって非常に魅力的なものとなっています。クアーズテックは、授業料、諸費用、医療

費を100%負担する、競争力のある奨学金を提供しています。 

               2014年、クアーズテックとクアーズファミリーは、コロラド鉱山大学に新たな学際的な学術 

               研究施設を建設するため、2,700万ドルの資金拠出を決定しました。 

 

クアーズテック応用科学工学センターは、キャンパスにおける幅広い学術・研究活動を支える世界クラスの施設であり、クアーズテックとコロラド鉱山

大学間の研究パートナーシップの中核を担っています。 

95万平方フィート（約9万平方メートル）の建物には、対話型で実践的な学習を促進する、フレキシブルな実験スペースと最先端の教室が備

わっています。2017年9月に開館し、2018年1月に最初の学生を迎えました。 

クアーズテックは、コロラド州デンバーのダウンタウンにあるコロラド大学オーラリアキャンパスで開催される女性技術者協会主催の年次イベント「女子

による科学、技術、工学、数学の探究（GESTEM）」でワークショップを開催しました。このイベントでは、デンバー都市圏の好奇心旺盛な中学1

年生の女子生徒1000名以上を対象に、STEM分野における興味深いキャリア機会について教えています。 
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コロラド鉱山大学のクアーズテック応用科学センターの外観と研究室 



 
 
 
 
 
 

STEMおよび作業ベースの学習のサポート（続き） 

クアーズテックは、現代的な若年者研修制度を通じて学生と雇用主に機会を創出することを目的としたプログラム、CareerWise Coloradoと

緊密なパートナーシップを結んでいます。CareerWiseは、熟練労働者の不足と、産業界の関与なしに学校が今日需要の高い仕事に就くため

の学生の育成をしなければならない、という現実的ではない目的の両方に対処するために設立されました。最初のクラスには3名の学生が参加し

ましたが、現在、より多くの研修生を募集できるよう、このプログラムを拡大・構築しています。 

クアーズテックの技術チームメンバーは、コロラド州ゴールデンにあるゴールデン高校で開催される職業体験学習イベントに毎年参加しています。こ

の経験は、高校3年生が大学や社会への準備を整える上で重要な役割を果たし、貴重なスキルを身につけるだけでなく、実際の状況で面接や

ネットワーキングのスキルを練習する貴重な機会を提供しています。 

日本の小国事業所では、クアーズテックは小中学生を対象とした地域教育プログラムに定期的に参加しています。毎年、地元の中学生が小国

町と共同で開催されるSTEM講義に参加しています。クアーズテックの従業員が講義の講師を務め、学生に実践的なデモンストレーションを提供

しています。 

 

コミュニティの保全と清掃 

刈谷、小国、長崎、徳山の各工場では、クアーズテックの従業員が工場周辺の地域や近隣の清掃活動

に継続的に参加しています。各工場のボランティアは、工場周辺や工場への行き来のルート、商店街、官

公庁、交通機関の駅などのゴミ拾いに積極的に取り組んでいます。 

徳山工場では、清掃や植樹など、地域の水源林の維持活動に参加しています。この活動は、水源林が

コミュニティの資源として、そして気候変動防止のために水源林が果たす役割の重要性について、県民の

理解を深めることに役立っています。 
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グローバル行動基準 

 
グローバル行動基準 
クアーズテックは、誠実さ、責任感、そして敬意を最優先事項としており、従業員、ベンダー、顧客、その他のビジネスパー

トナーにも同様の考え方と行動を期待しています。そのため、2019年に「グローバル行動基準」を導入しました。この基
準は、敬意と誠実さを持ち、法令を遵守した正しい方法で事業を遂行するという当社のコミットメントを定めています。 

 

 

 

グローバル行動基準は、一般に公開されており、人権、公正な雇用慣行、国際貿易と関税、プライバシーと個人データの保護などに

関する当社の取り組み、実践、ポリシーの詳細情報が記載されています。 

「グローバル行動基準」は、従業員が健全なビジネス上の意思決定を行うために必要なツールとガイダンスを提供しています。 従業員

一人ひとりが、CoorsTek Way (P.4参照)を理解し、実践し、グローバル基準、クアーズテックのすべてのポリシー、そして事業を展開

する地域におけるすべての法令を遵守する責任を負います。たとえ些細な不正行為であっても、当社の評判、会社、お客様、そして最

終的にはコミュニティに損害を与える可能性があるため、これらの基準は当社にとって最優先事項です。 

高い誠実性を持って事業を運営する上で不可欠なのは、当社のグローバル行動基準、ポリシー、または法律や規制に違反した可能

性がある場合に適切に対応することです。当社の従業員は、「Share Your Concern」と呼ばれる匿名の第三者報告システムを

通じて、不正行為の疑いについて報告する権限を有しています。このプログラムは、不正行為や規則違反の疑いを報告するための多

数の経路を提供し、すべての報告は迅速かつ適切な方法で調査されます。 

クアーズテックは、倫理的な懸念事項について声を上げることを可能な限り容易にしています。誠意を持って不正行為の疑いを報告し

た者に対する報復や脅迫は一切容認しません。 

私たちは、私たちが何世代にもわたって築いてきた歴史と、私たちがどのような企業であるかに忠実であり続けることで、これからも長年に

わたり、正しい方法で成功への道を歩み続けます。 
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クアーズテックについて 
1910年に設立されたクアーズテックは、テクニカルセラミックスの世界的リーディングカンパニーです。エンジニアリングと
材料科学の専門知識を活用し、半導体、医療、自動車、航空宇宙などの業界における複雑な技術的課題に対するソ
リューションを提供しています。400種類を超える独自のテクニカルセラミック配合、優れたプロセス能力、そして世界中
の製造、販売、研究拠点に5,000人以上の従業員を擁するクアーズテックは、部品設計から材料選定、生産に至るま

で、お客様と緊密に連携し、最も効率的で革新的な製造プロセスを活用することで成功を収めています。 

現在、当社は、第5世代のクアーズファミリーメンバーが主導しています。初期の磁器製実験器具から今日の技術を支える部品に至るまで、テクニカ

ルセラミックスの革命を牽引してきた、世代を超えたリーダーシップのもと、私たちは繁栄を続けています。お客様の最も厳しい課題に応えるために、新

たな素材と革新的な技術を創造することで、私たちは素晴らしさをもっと実感できる世界にしていきます。 

クアーズテックの製品と能力の詳細については、www.coorstek.com をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素晴らしさをもっと実感できる世界に 
 

 

 

 

 
 

 

1 2021年のベースラインと比較。 

2 2022年度と比較した総発生量。 

3 排出目標は、パリ協定*に従って地球温暖化を1.5℃に制限することを目指す科学に基づく目標イニシアティブツールを通じて決定されました。 

現時点では、正式な検証のために目標をSBTi に提出していません。 

*https://unfccc.int/process-and-meetings/the-paris-agreement 
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